
「日常生活上の困りごと」を、

ボランティア活動で応援します！

平常時から「災害時」に備えた

関係づくりを応援します

「住民同士の交流の場」「地域のた

まり場」を応援します！

「えがおえたじま応援センター」とは、江田島市社協ボランティアセンターの愛

称です。いつまでも住み慣れた地域で生活するためには、公的なサービスだけで

なく、ご近所さん同士の支えあいが必要になります。そのために私たちは、ボラ

ンティア活動、ふれあい・いきいきサロン活動など地域内で行われる様々な活動

を通じて、みなさんの生活を応援しています。「地域内で活動したい」「誰かの支

援がほしい」という方は、40-2210（社協地域福祉課）までご相談ください。



◆ふれあい・いきいきサロンが目指すもの

「ふれあい・いきいきサロン」が目指すもの・・・、それは「支えあいのま

ちづくりです。地域で生活する全ての世代が「ふれあい・いきいきサロン」に

参加することで、顔見知りの輪が地域全体に広がっていきます。そして、それ

が日常的な交流となり、お互いの「困りごと」や「心配ごと」に気づけるよう

な関係を持つことができれば、自然に地域内の「支えあい」へとつながってい

くのでは？と考えています。

江田島市には 65 か所もサ

ロンがあります。（ほぼ全て

の地区で開催されています）

それぞれ工夫をこらし、参

加するみなさんが楽しく、気

兼ねなく過ごすことができ

るよう運営されています。

大柿町飛渡瀬地区に、常設

型サロン「よりんさいや」が

オープンしました。今のとこ

ろは、毎週火曜日（10 時から

3 時まで）の開催ですが、今

後は開催日を増やしていき、

将来的には毎日型の運営を

目指しています。



社会福祉法人

江田島市障害者生活支援

※参加を希望される方や、お問い合わせは

江田島市障害者生活支援

〒737-2295 江田島市大柿町大原

電話 ５７

E-

日 時

17 日(土)10 時～16 時

24 日(土)10 時～13 時

ご存知ですか？

4 月 2 日は「世界自閉症啓発デー

総会（平成 19 年 12 月 18 日開催

ことが決議され、全世界の人々に

知ってもらいたいこと

自閉症を知っていますか～誤解されやすい

脳の発達の仕方の違いから「他

こと」「新しいことを学習すること

を身につけることも苦手です。

あります。また、自閉症のある

ます。中には、感覚が敏感な人

人たちの行動や態度の意味を理解

ある人たちは、周囲の愛情と支援

社会福祉法人 江田島市社会福祉協議会

江田島市障害者生活支援センターからのお知らせで

わせは下記までご連絡下さい。

江田島市障害者生活支援センター

江田島市大柿町大原５０５（江田島市役所大柿分庁舎

５７－２２１５ ﾌｧｯｸｽ ４０－３５７３

-mail:etajimasien@iris.ocn.ne.jp

行 事 開催場所

ぴあサポートサロン ゆうゆう(自立支援

ピア・トーク！ 大柿老人福祉

デー」4 月 2 日から 8 日までは「発達障害啓発週間

日開催）において、毎年 4 月 2 日を「世界自閉症啓発

に自閉症を理解してもらう取り組みが行われています

どんな活動を行っているの？

世界自閉症啓発デーの 4 月 2 日から

発週間として、シンポジウムの開催

ーライトアップ活動を行っています

する発達障害について知り、理解して

障害のある人だけでなく、誰もが幸

きる社会の実現にもつながります。

されやすい自閉症～

他の人の気持ちや感情を理解すること」「言葉

すること」などが苦手であり、一般的な「常識」

。このため、真面目に取り組んでいても、誤解

のある人たちは、自分の感じたままに話し、行動することがあり

人や記憶力が抜群な人もいます。このような、

理解していただき、愛情をもって支援して下さい

支援を必要としています。

らせで～す！

江田島市役所大柿分庁舎２階）

開催場所

自立支援センターあおぞら)

大柿老人福祉センター(2 階)

発達障害啓発週間」です。国連

世界自閉症啓発デー」とする

われています。

から 8 日を発達障害啓

開催や東京タワーのブル

っています。自閉症をはじめと

して頂くことは、発達

幸せに暮らすことがで

。

言葉を適切に使う

」と思われること

誤解されることが

することがあり

、自閉症のある

さい。自閉症の



災害時のボランティア活動を円滑に進めるには、地域内の関係機関・各種団体が連携するこ

とが非常に重要になってきます。そこで、江田島市社協では、行政をはじめ自治会、民生委員、

福祉施設等と協同して「江田島市被災者生活サポートボラネット推進会議」を設置し、普段か

ら「災害時の助け合い」について協議する場を設けました。

「江田島市被災者生活サポートボラネット推進会議」では、市内の関係機関・各

種組織それぞれの役割分担を明確にし、災害発生時には情報を共有して、迅速な支

援体制が整えられるよう「江田島市被災者生活サポートボラネット推進マニュアル」

を作成しました。

平常時から定期的に防災・減災に関する研修会等を開催し、被災者生活サポート

ボランティア活動に関する啓発等を推進します。また、緊急を要する場合でもボラ

ンティア活動を調整できるよう、事前に活動希望者を登録した「災害ボランティア

バンク」を設立し、臨機応変に対応できる体制を整備します。

◆被災者生活サポートボランティア活動は、被災した地域・

市民に寄り添いながら、その生活再建に向けた支援を行う活

動です。

全国的には、災害ボランティア活動という名称で使われて

いますが、被災者の生活支援を第一に考え、「生活をサポート

する」という幅広い視点にたち、江田島市社協では「被災者

生活サポートボランティア活動」と呼びます。


